
4　 企業年金総合プラ ン ナー 2024　 第 44 号 企業年金総合プラ ン ナー 2024　 第 44 号　 5

特別寄 稿

金融経済教育推進機構 理事長

安藤 聡（ あんどう  さとし ）

197 7 年（ 昭5 2 年）慶大法卒、東京銀行（ 現三

菱U FJ銀行）入行。 ジャカルタ 支店長などを経

て 2 0 07 年にオムロン入社、17 年取締役。 2 3

年6 月に 同社退社。 2 4 年4 月から 現職。 東

京都出身。

（ 参考）J -FLE C 公式ウェ ブサイ ト

特 別 寄 稿

１ ． 金融経済教育推進機構

（ J -FLE C ）の取組み

　 本年４ 月に 設立さ れた 金融経済

教 育推 進機 構が、 今 月か ら 本 格稼

働 し ま し た。 英 語 名 称 は「 Jap an  

F in a n cia l Litera cy a n d  Ed uca tion  

C orp ora tion 」、 愛 称 は「 J-FLEC 」

（ ジ ェ イ ・ フ レ ッ ク ） です。 世代を 問

わず優し く ポジティ ブな印象をも っ て

いただ ける よ う に親し みやすいロ ゴ

マーク を 採用し まし た。 国民一人ひと

り が、 より 自立的で安心かつ豊かな生

活を 実現でき るよう 、 全国で広く 「 学

びの場づく り 」 に取り 組みます。 読者

の皆様やそ の他関係者の方々と と も

に、 官民一体と な っ て、 国全体で 広

く 、 誰一人取り 残さ ず、 定期的に金融

経済教育を受けら れる機会を提供する

べく 、 取り 組んでいき たいと 考えてい

ます。

　 J-FLEC は、 ①講師派遣事業、 ②イ

ベン ト ・ セミ ナー事業、 ③「 J-FLEC

はじ めて のマ ネープ ラ ン 」 無料体験

事業（ 個別相談の無料体験事業）、 ④

「 J-FLEC はじ めて のマ ネ ープ ラ ン 」

割引ク ーポン配布事業、 ⑤学校等への

支援事業に取り 組みます。 そし て、 こ

れら を支える根幹と なるのが、 中立性

を 有し 、 顧客の立場に立っ た ア ド バ

イ ザーを J-FLEC が認定・ 公表する

「 J-FLEC 認定ア ド バイ ザー制度」 で

す。 本節では、 前述の事業のう ち、 ①

講師派遣事業と ③「 J-FLEC はじ めて

ザーであるかが分から ない」 等の課題

も 指摘さ れています。 様々な形で良質

なアド バイ スがより 広く 提供さ れるよ

う 、J-FLEC において、中立性を有し 、

顧客の立場に立っ ていると 評価可能な

アド バイ ザー（ J-FLEC 認定アド バイ

ザー） を認定・ 公表し ます。

　 J-FLEC 認 定 ア ド バ イ ザ ー は、

J-FLEC が定める要件に合致し 、 所定

の審査を通過し た個人のこ と を指し ま

す。 J-FLEC 認定アド バイ ザーの認定

に当たっ ては、 ①金融商品の組成・ 販

売等を 行う 金融機関等に所属し ていな

いか、 ②金融商品の組成・ 販売会社か

ら 顧客に対する アド バイ スの信頼性・

公正性に影響を及ぼし 得ると 考えら れ

る報酬を得ていないか等の要件を設け

ます。 こ れら の要件に加え、 アド バイ

スの提供に有益な資格及び一定の業務

経験を 有する こ と 等も J-FLEC 認定

アド バイ ザーの認定要件の１ つと する

予定です。 こ の「 有益な資格」 につい

ては、例えば C FP® 、FP 技能検定（ ２

級以上）、 D C プ ラ ン ナー（ １ 級） 等

が挙げら れます。

　 J-FLEC 認定アド バイ ザーについて

は、J-FLEC のウェ ブサイ ト において、

利用者がアド バイ スを依頼する際に参

考と なる 情報（ 保有資格、 得意分野、

報酬の目安、 実際にアド バイ スを受け

た個人から の評価等） を 公表し ます。

こ れにより 、 中立性を有し 、 顧客の立

場に立っ ていると 評価可能なアド バイ

ザーの「 見える化」 を進め、 個人が信

頼でき るアド バイ ザーにアク セスし や

すい環境の整備を 図り ます。

みは「 フ ァ イ ナン シ ャ ル・ ウェ ルネ

ス」 と 呼ばれ、 従業員エンゲージメ ン

ト の向上を通じ て、 企業価値向上に繋

がると 指摘さ れています。 中小企業を

含む幅広い企業経営者や人事・ 福利厚

生担当者の中には、 従業員の新規採用

やリ テンショ ン強化、 すなわち人的資

本への投資の観点から 、 職域での金融

経済教育の開始や充実を検討するケー

ス も 増え る ので はな い で し ょ う か。

J-FLEC と し ては、フ ァ イ ナンシャ ル・

ウェ ルネスの実現に向け、 講師派遣事

業を 通じ て、 こ う し た企業を支援し て

いき ます。

　 ま た、 J-FLEC は、 お 金に 関す る

ア ド バイ ス の価値や意義を 知っ て い

た だく き っ かけと する た め、 要件を

満たし た J-FLEC 認定ア ド バイ ザー

（ J-FLEC 相談員） による個別相談（ 最

大１ 時間、 事前予約制） の無料体験を

提供し 、 個人の状況に寄り 添っ たアド

バイ スを お届けし ます。

　 さ ら に、 こ の個別相談と あ わせ、

お 金に 関す る 疑問や質問に つ い て、

J-FLEC 相談員が回答する電話相談窓

口（ 最大 30 分、 事前予約不要） も 設

置し まし た。

２ ． J -FLE C 認定アド バイザー制度

　 お金に関する悩みについて気軽に相

談し 、 継続的に良質なアド バイ スを受

けら れる環境の整備が重要ですが、「 顧

客にと っ て 誰が信頼で き る ア ド バイ

のマネープラ ン」 無料体験事業につい

て、 ご紹介し ます。 J-FLEC 認定アド

バイ ザー制度については、 次節で後述

し ます。

　 J-FLEC は、 今月から 、 全国の企業

や学校等に要件を 満た し た J-FLEC

認定アド バイ ザー（ J-FLEC 講師） を

派遣し 、 出張授業（ 無料） を行う 講師

派遣事業の受付を開始し まし た。 こ の

講師派遣では、 年齢層別に最低限身に

付けるべき 金融リ テラ シーを体系的に

整理し た「 金融リ テ ラ シー・ マッ プ 」

に沿っ た研修・ 授業を実施し ます。 同

じ 社会人であっ ても 、 ラ イ フ ステージ

に応じ て学ぶべき 内容は異なり ます。

例えば、 若手であれば給与明細の見方

やク レジッ ト カ ード と の付き 合い方等

に関心があるかも し れませんが、 中堅

になる と 、 家計の見直し や資産形成、

住宅ローン等を 考える機会が必要かも

し れません。 そし て定年が近づく と 退

職金の扱い方や資産寿命の延伸等も 視

野に入り ます。

　 企業型 D C における 継続投資教育

について「 実施し たこ と がある」 と 答

える事業主と 「 継続的に受けた」 と 回

答する加入者側の認識に大き なギャ ッ

プ がある よ う に、 J-FLEC と し て は、

職域教育には質・ 量と も に大き く 改善

の余地があると 考えています。 多忙な

働き 手にと っ て身近な場で学ぶ機会を

得ら れる メ リ ッ ト は大き いでし ょ う 。

従業員の経済的な安定を支援する取組

　 J-FLEC 認定ア ド バイ ザーの募集

は、 後述の J-FLEC のウェ ブ サイ ト

で行っ ています。既に多く の方々から 、

J-FLEC 認定アド バイ ザーへの登録に

ついて、 高い関心が寄せら れており ま

す。 J-FLEC と し ても 、 こ う し た期待

の高まり を 嬉し く 思う と と も に、 全国

的に金融経済教育を提供するための担

い手の確保に向けて、 し っ かり と 取り

組んでいき たいと 考えています。

　 J-FLEC 認定アド バイ ザーの認定を

受けた方には、 J-FLEC の講師や相談

員を務めていただき 、 国民の皆様にお

金に関する知識を 幅広く 伝えていただ

き たいと 考えています。

　 また、J-FLEC 認定アド バイ ザーは、

J-FLEC の事業外において、 J-FLEC

認定アド バイ ザーの称号を用いて個別

相談等を 営むこ と が可能で す。 こ の

個別相談を 多く の方に利用いた だ く

ため、 J-FLEC は、 こ う し た J-FLEC

認定アド バイ ザーが自ら の生業と し て

提供し ているサービスを利用する個人

に対し て相談料の一部を補助する仕組

み（「 J-FLEC はじ めて のマ ネープ ラ

ン」 割引ク ーポン配布事業） を実施し

ます。

　 こ れら の取組みを通じ て、ホッ プ（ 一

対多の講師派遣で 一般的な 知識を 習

得）・ ス テ ッ プ（ J-FLEC の無料個別

相談で個人の状況に応じ たアド バイ ス

を 受ける ）・ ジ ャ ン プ（ J-FLEC 外の

個別相談でより 詳細なアド バイ スを受

ける） の３ 段階で、 国民の皆様がお金

について継続的に安心し て良質な相談

を受けら れるよう 、 支援し ていき たい

と 思います。

３ ． おわり に

　 私たちは生き ていく ために、 日々お

金を 使っ ています。 他方、 そのよう な

お金について真剣に向き 合っ たこ と が

ある方は、 あまり 多く ないのではない

でし ょ う か。

　 現代は、 金融・ 経済に関する情報に

あふれ、 また金融に関する様々な手法

を簡単に試せる時代です。 国民一人ひ

と り がより 豊かな暮ら し を 送るために

は、 こ のよう な状況を う まく 活用する

こ と が重要です。 そのためには、「 お

金の知識」 を身に付け、 また時代や状

況に応じ てこ れをアッ プデート し てい

ただく こ と が求めら れます。

　「 お金の知識を  あなたの力に」。 こ

れが、 J-FLEC のキャ ッ チフ レーズで

す。 金融リ テラ シーの向上と は、 単に

知識を習得するにと どまら ず、 その知

識を 適切な判断や行動に結びつけら れ

るよう になるこ と を意味し ます。

　 金融・ 経済を 取り 巻く 環境がめまぐ

るし く 変化する中、 J-FLEC も 学びの

歩みを止めず、 国民や J-FLEC 認定ア

ド バイ ザー、 金融機関、 その他関係団

体の皆様と 一緒に成長し ていき ます。

　 J-FLEC の 活 動 に つ い て は、

J-FLEC の公式ウェ ブサイ ト 等でお知

ら せし ますので、 チェ ッ ク し てみてく

ださ い。

  

「 お金の知識をあなたの力に」

J -FLE C の取組みについて


